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保 育 所 ・訪 稚 鍵箋 習 1二冶 、 る 課 ゴ 專攻 学 生 の 育 、 （羅 ）

　　　　　 ○
一木 知 子 　 　　 広 瀬 則 子 　　 　 戸 江 し」哥 　 　　 坂 根 美 紀 子

　　　　　 （頌 栄 短 期大学）　〔頌 栄 s 期 大 学 ）　（簸 禾 短 1り1大 学 ）　 （頌 栄 短期大学）

　　　　　　　　　 欝劔 a 痘罵
’

　広瀬他 （1998）は、夫 習 ff前 ．t’4後 弛 ttに お い て 、圏 、

自己 函 価 を レ
ー

ダ 　
．・チ ャ

ー一
トで 示 し 面 談 す る 際 に 、

個 々 の ≠ 生 の 特 性 を 画 談 者 が 把 握 し て ）
tコく こ と の ，2 ぞ

陸を 課題 と し て 挙 げ た．，そ こ で ．本 箭 で は 、停 性 を
一一

般 性 自 己 効 力 感 （GS の と 統剃 の 位 置 U．0の て 捉 戸 ．そ の

活 用 に つ い て 検 討 す る 。

　 一般 性 自 己 効 力 愿 （GSE）と は ．　 BUIIau　 〔！g77）が 唱 え

た 挫 会的学習理 論 の 中 心 的 概 念 で あ る 自 己 功 力 感　
．

個 入 が あ る 状 況 に お い て 必 要 な 行 動 を 効果的 に 遂 行 で

き る 可 能 性 の 認 知 （成 田 他 、19鴨 ）　　 の ［」．、個 人 の

行 鋤 に
一

般 的 、長 期 的 な 影 響 を侍 っ 効 力 芯 で あ り、入

格軽 庄 と見 な し得 る c） の で あ る。

　 統 制 の 位 置 （Lc）c し［s　 ol 　 COntre ｝：LOC；）と は ．　 Rol しer

（1966 ）が 唱 え た 慨 念 で あ り、内 的 流 制 僑 念　　自分 の

行為 に 引き つ づ い て 牛 起 す る こ と i，1．崖 分 の 能 力 や 努

力 な ど 自 分 の 比 険 的 永 絖的 な 特性 に 随 半 し ⊂い る と い

う i［念
一一

と 外 的 統 制 信 念 一 自 分 に 起 こ る こ と は 、

艇 資 　偶 然 ，運 命 の 穐 朱 と し て 、よ た 力 菖 fi　r） た 虐 者

の 統 制 下 で 起 こ る と い う 信 念 一
で 人 噌 棚

．
邊 鍵 　 て

い く考 え 方 で あ ろ 。

　ゆ え に 本 稿 の 目 的 は 、入 陶特 注 を 〔ISEと LOCで 捉 え
こ

GSE得 点 が 阿 く、LOC の 内 的 統 祠 缶 点 の 高 く 外 的 航 nill行

点 の 低 い 者 （II群 ） と GSE得 点 が 低 く ．r、〔｝Cの 内 的 統 判

待 烹 が 低 く 外的統 制待点 の 高 い 者 （L 鵜 ） を 山 出 し 、

囲 評 価、ト 己 評 価、実 習 自己 評 価 、杁 月 職就 ．tt志 i度 、

お よ び 保 育 職 就 業 趣 1生
‘

知 度 に つ い て 膏 關 比 殴 を 試 み

る も の で あ る 。

　　　　　　　　　　　 ノ ∫、警

　ほ ） 対 豪 者 ： s パ 期 大 学 保 育 瑞 学 生 　2抛 卒 e

　（2 ） 便 用 し た 評 価 と 尺 度 ：   園 評 価、自己 訃 de
一
お よ

び 実 習 自冒 1価 尺 反 は （1） に 同 じ。  G認 八 寛 よ三

木 （19S8）で 示 し た 45項 目 を仮 用 。7 段 階 評 定。  LOC
’

尺 度 は 鎌 原 他 （19SZ）の 18項 目 を 使 珊 。5 段 階 評 定 ．

  幼 稚 園 教諭、保 育土 職就 曳 tti薩度 お よ び 幼 椎 園 次

諭、保育 士 職 適 性 認 知 度 に つ い て は、7 段 陷 F定。

　（3 ） 手 紅 き 1 全 て σ％剃畝 尺 度 共 。　（i） と 両  

保 育 所 実 習 1 、］ 後 、お よ び 幼 稽 園 実 葺後 に 実 施 。

　　　　　　　　 繕 課 ゐ よ び脅蓬

　（1 ） GSE 尺 度得点 と廴OC 尺 度 得 点

　6団 尺 度 の 各 項 日 の 反 応 を、　 「全 くて の 通 り で め る 」

を 丁 点．　1
．
全 くそ の 通 りで な い 」 を 1 点 と し 。得点化

し た。反 瓢 唄 目 厂よ こ の 反 対 で 得点化 し た 。こ の ’15項 目

の 一 1に っ い て 、侏 実 1後 （N＝鯉 D 、保 実 II後 （｝1二43D 、

幼 実 後 （殴 439） の 各 時 点 に お い て 、共 通 性 の 推定 に は

S鵬 を 用 い た 主 因 忌 法 に よ る 因 子 分 析 を 試 み た 。ど の

時 点 に お い て も、第 1、因 了 の 固 有 値 が 他 よ り も か け離

れ て ］iか っ た が （例、保実 1後 に お い て は tt第 1 閃 子

　 10．35、第 2 凶 子 沼 ．74 ） ．t 前 　祈 結 果 も 考慮 し 4

因 子 ノ／
・
採 用 し に 。さ ら に 3 財 点 と も 、Varimax 回 泌 後

の 囚 子 貞 行 量 が ．40ス ヒの 項 目を 取 り挙 げ、処 理 の 対

匁 二 し 乙 。第 1 口 子 は ，　 「 一
回 の 挑 戦 で で き な い こ 」

が あ っ て も、で t る ま で 挑 戦 を ．流け る ぽ う で あ る 」 を

右 う11項 癢 で 、　 「行 動 の 塞 鮎 i
ノ

」 と 名 村 け た 。第 2 因

子 は 、　 「
．
小 さ な 失 敗 で も 入 よ りず っ と気 に す る ほ う で

あ る ．1 を 含 め 6 項 H で 、　 「失敗 に 対 す る不 安．1 と 名 付

け 几 。第 3 因 子 は ．　 「友 人 よ り 拶 れ た 能 力 が あ る 」 を

含 め δ 項 d で ．　
．
認知 さ れ た 能 力 ・自 信 」 と 名 付

．
け ノ

．
。

り、　 因 子 は i　 「ST し い 友 達 を っ く る の は 苦 手 な ほ う
．
で

あ る 一
−
∫ うめ i

／ 項 日で 、　「対 入 行 動 の 積極性 」 と名付

り た。各 対 象 者 に っ い て 、各 因 子 に 含 ま れ る 珥 目 の 合

計 祷 点 を 算 li し 、tjl 後 、保 実 ll後 ．幼 実 後 に っ い

て の
．
1

．
身 得 点 を 表 1 に そし た。

　 LOC 尺 度 に フ い て は t　 「A，：く そ の 通 り で あ る．： を5点 、

「全 く tr の 通 り で な い 」 を 1 点 と し、内 的 統 制 尺 度

（T 尺 ジ） 9項 目 と 外 的 統 制 尺 度 （E 尺 度 ） 9損 『 に 分

け 得 点 化 し た 。各対象首 に っ い て 、両 尺 度 に 含 ま れ る

項 輔 の 合 計 得 点 を
胥 出 し．保 実 1後 ．倶 大 皿後、幼実

働 ， い て の 平 均 得 点 を 表 1 に 示 し た 。

　 3 時 矧 B」の GSEと LOCの 各 尺 度 得 点 に つ い て 有 意 差 倹

定 蒼 し ／．紜 果 ．　 「p｛．知 さ れ た 能 力
．・自・i’」 に お い て の

み 冫「ゴ、崖が あ っ ］
’
　（F〔2，813） ！）．99　p＜．〔〕D ロこ の 小占

表 上 ．堡五所 麭 ．雛 蹙五 翌後≡’強 身⊆璽工 陶得 点

＿＿＿＿＿＿一 ．LL 域 嘘 ＿＿芸據 後＿＿
　

蜜

　

　
不

　
性

る

　
郵 ，
す

　
俾

対

　
の

に

E

ー

贈

　G

行

失

1」壌 され た 能 力
・白信

刈入tt動  藾 極性
LOCI

尺 度
E 尺 度

48．83（10．12＞　　48，04（9．62）　　49．54（10．38＞
20．61（7，王2）　　21、04（6．72〕　　20、92（6．a7）
？s　上6（　、20）　　24．49（3．72＞　　25．91（5，44）
1Z

，
25（儀．39〕　一．−1窪麭 盡qL 　　17．38〔4．4の

33。26（4．27）
23、47（5、09）

32，55（4．55〕
2昆盈 ．SD33

．三〇〔4．76）
23、58（5．35）

（註 ）　　N ＝272　（）：SD

．− 604 −一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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果 は GSE．　 LOC と も 全体 的 に は 、か な り 高 い 安定 性 を 示

し て い る と言 え よ う。ま た 1 の こ と は 相 関 係 数 （ 「認

知 さ れ た 能力
・
自信」 で は r・・．6Z〜．68で あ っ た が ．他

は 、r＝。75〜，86で あ っ た ） か ら も 指 摘 で き る 。

　 「認 知 さ れ た 能 力 ・自 信 」 に つ い て 、個 々 の 差 の 検

定 を し た 結 果，保実 1 後 と 幼実 後 、保 実 ll後 と 幼実後

間 に IM水 準 で 有 意 差 が あ っ た 。こ の 結 果 は、幼 稚 園 実

習 後 で 自 分自身 の 能 力 ・自 信 に つ い て の 認 知 が 高 く な

っ て い る こ と を示 し て い る 。保 育 実 践 場 面 に お け る 経

験 に よ る 育 ち の
一端 が 現 れ て い る も の と雷 え よ う。

（2 ） 群 の 設定

　GSE 尺 度 「行 動 の 侍 続 性 」 の 11zaN の 合計得点 が 、

平 均 値 ＋1SD 以 Eで 、　 LOC の 工尺度得点 が 平 均 値 以 上 、

か っ E 尺 度得点 が 平 均 値 以
．．
ドの 者 を 抽 出 し、II群 （22

名 ） と し た 。GSE 尺 度 「行 動 の 持 続 性 」 の 11項 目 の 合

計 得 点 が ．平 均 値 一1SD 以 下 で 、　 LOC の E 尺 度得 点 が 平

表2　 保 育所 実 習、幼稚園実習後の 園評 価、自己評価、実習 自己 評価．
＿ 一 一一 塾 餬鑛 蟹 鑽 嬲 1雌

｝1：実 習 園 の 指 導 保 育 者 に よ る 態度 に 関 S
『
る 評価 と 実習

　　　　　　．＿＿＿＿＿」塾 」生 ＿堡塞．旦鴛一謹 後 ．＿．、

均 値 以 上 、か つ 1 尺 度得点 が 平 均 値 以 下 の 者 を 抽 出 し．
1，群 （16名） と し た n

（3 ） 群 間 比 較

　國 評 価 （態 度 10項 目．内容 5項 目 ） 、自己 評価 （態

度 10項 目、内容 6項 目 ） 、実 習 自 己 評 価 尺 度 （ 「実 習

へ の 取 り組 度 」 10項 臨、　「実 習 園 と の 合 致 度 」　6項 目、
i
．
実 習 に つ い て の 満 足 度」　4項 目） 、幼 稚 園 教 諭、保

育 士 職就業志望度お よ び 幼 稚 園 教 諭 ，保育 士 職 適 性 認

知 度 に つ い て の 群 別平均得点 を 表 2 に 示 した 。実 習 自

己 評 価 の 「保 育 職 へ の 憧 れ 度 ．」 頻 日 に つ い て は．得

点 の 分 布 に 際 立 っ た 編 りが あ っ た た め 、　3項 目 の 合 計

得 点 が 14点 な い しは Z5点 の 者 の 出 現 率 で 示 し た。

　表 2 を 見 る と 、全 て 数 値 で は H 群 の 平 均 得 点 が L 群

よ り高 くな っ て い る が ，有 意 差 が あ っ た の は 表 中 に 示

し た 筒 所 の み で あ っ た。こ の 結果 は，　 「行 動 の 持 続性 」

側 面 の 自 己効 力 感 が 低 く。外 的 統 制 傾向 の 強 い 者 は ，

自己 効 力 感 が 高 く、内的統制傾向 の 強 い 者 に 比 し 、特

園評価

．態度

内．容

Fl群 　 36．77（5．33）
【」群 　　　36．00 （6．06｝
t　　　　　 n ．s．
H 君羊　　20．00（2．89）
し、群 　　　19．56（3．20）
t　 　　 　 　 n ．s．

39　．23（6、42＞　　40．73（5．99）
38．44（7，57）　　36．94（5．4ア）
　 　．s，　　　　　　　 お

22．14（4．00＞　　22．09（3．62）
2Q．88（4，75）　　21．00（2．55）
　 n．S．　 　 　 　 　 　 　 n．S．

自己 評価

態度

内容

H 群　　　33．36（4．07）
L 群　　　29．25（4．09）
t　 　　 　 　 ＊　

H 群 　 18．4i（3．54）
L 群　　　16．56（3．18）
！　 　　 　 n．s ．

33、82（4．85）　　34．正8（4，60＞
31．75（4，45＞　　33．69（3，96）
　 n ．sロ　 　 　 　 　 　 　 　 　 n −g　
17．41（3．27＞　　L7．45（2．84冫
⊥7．81（3．07｝　　17、69（2．78）
　 n ，s．　　　 　　 　 n．s．

実習 自己 評価

実習 へ の 取り 組 度 H 群

　 　 　 　 　 　 　 L 群

　 　 　 　 　 　 　 　 t
実習 園 と の 合 致 度 　H 群

　 　 　 　 　 　 　 L 群

　 　 　 　 　 　 　 　 ち

実 習に つ い て の 　 H 群

　 　 　 　 満 足 度 L 群
　 　 　 　 　 　 　 　 t

保 育職への 憧れ 度 H 群

＿　 　　 　 　　 　 L 群

41，95（3．5S）
38，06（4．72）
　 　 ＊

23．95（3．44）
20．06（4．55）
　 ＊＊

13．64（3、01）
10．81（3．56）
　 ＊＊

　 77．3％
　 25，0賄

42．09（2．97）　　43．82（？．．85）
38．81（4．39）　　40．69（4，47）
　 　 ＊

22．45（4．45）　　24．32（4．5！）

19，56（5．53＞　　22．L3（5。36＞
　 れ．s．　　　　　　　　 11．s，
13，86〔2．96）　　 15．32（2．69）
12．69（3．6ア＞　　13．63（4．00）
　 n．s．　 　 　 　 　 　 n ．s 、
　 59．2％　　　　　　77．3％
　 18．8％　　　　　　　31，3fS

彰］re園 教諭職就業 　@
正
一1 群　　　6918（し27）

　　 　　志 望 度 L 群　4、69（1．2
j 　 　 　 　 　　 　t 　 　　　

＊
＊

保二育士職就業　　　　　王｛君羊　　　5．73（1
48 ） 　　　　尹 1 絮 望 虞「L群　4．50（
D94 ） 　 　　 　　 　　 t　

　　　＊＊ 5．86（1 ．10）　　　6．2
i1．24） 4．81（1．33）　　　4，
（ 1 ． 56 ） 　＊ 　

　　　　　　キ5，59（1．47）　　　5
86（1．46 ＞ 4 ．63（L41）　　

D06 （1 ．34 ） 　十
　　　　　　n ． s ，

幼 稚 園 教 諭 職 適 性 H
　 　 　 　 認 知

L 群 　　 　　 　 　

t 保 育士職 適 性

　 H 群 　 　 　

認知度L群 　　　　　　　t4 ．95（O，
）　　　・1．73（O．62） 3．81 
73 ）　　　3 ，81 （0
88） 　＊＊＊　　　　　　＊＊ 5、00
0．80）　　　4．82（0．65） 4、
（ O ． 81 ）　　　 4 ． 0

iL12） 　＊＊
　　　　　　　寧
D50 （

C72） 4．44
O．93） 　＊＊

5．23（ 1 ， 00） 4 ．25 （1 ，15 ） （言主）

　 H 群 ；Nπ22，L籍羊：N＝16　　（　）：SD 　　　＊： pく．05

＊ ＊： p 〈 ． Ol ， ＊ ＊ ＊ ： p ＜ ，001 ． ＋ ： p ＜

1 に 閧 す る 努 力や取 組 み に つ いて の自己評 価
が

顕著

低 い こ と を 示 して い る 。 L 群 に は レーダ ー ．・ チ

ー ト を 用 い た 面 談 の 際 に，努 力 を 強 調 さ れ た b 、

の 実 習 か ら の → の 菱化を 指摘 さ れ て も 、 粘 り 強 く

動 す る こ と に つ い て の 自 信が弱 く ， 自 分 に 起 こ る

とが運 や 偶 然 によ る と 思 う 傾 向 が 強 い た め ， 自 分

努 力 を 評 価 し 難 く 、 意欲 を 高 め 行 動 す る こと が 困

な 者 が 多 く 含 ま れ て い る ことが推測で きる 。 ゆえ

学 生 個 人 の 特 性 に 関 す る 情報 を 活 用 す る こ とに

り、 実 習 事前・ 事 後 指 導 の 効 果 を 挙 げう る可能性 を

し て い る と 言え よ う 。 　 表 2 より 、 も う 1 つ指摘

き る こ と は 、　 「 保 育 職 へ の憧れ度 」 、 就 業 志 靉

と 適 性 認知 度 に おける顕著 な 群 差であ る 。 L 群 は

Q に 比 し 、 保 育 職 へ の 憧 れ の程 度が 明ら か に低く

保 育 職 に 就 く こ と 、特 に 幼 稚 園教 諭 職 に 就 く こ と

つ い ての 希 望 度 が一賀して 低 く 、 保 育 職就 業 の 適

が自 分 に あ る と認 知 す る 程 度 が 顕著 に 低 い 。L 群

は 保 育 職 就 業 に ついて の 悩 み 、 迷 い を 強 く 持 つ 者が

く含まれ て い る こ と が 推 察 さ れ る 。 進 跖

談 と 実習 事前・．事後指導を連携させることにより、 保育専攻学生の育 ちが期待で きるであ
う。 　紋献
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